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産業別高齢者雇用推進事業 

高齢者を特に活用できる分野「安全衛生」 

① なぜ労働安全衛生分野なのか 

安全面からみると、造船業は労働災害の発生頻

度が高い業種であるゆえに、より一層の総合的な

安全衛生管理の徹底が要請されています。一方、

雇用面からみると、定年退職者が増加し、特に安

全衛生スタッフの人員不足が生じること、さらに中

堅層の人員不足により、安全ノウハウの継承が断

絶する恐れがあることなど、大きな懸念事項になっ

ております。 

したがって、社内に安全最優先の風土を定着さ

せるためには、安全意識の高揚と指導を継続的に

行うと共に、安全衛生スタッフの重要性を高く評価

すべきなのです。 

 
② 活躍の場は多岐にわたる 

造船業の現場は、高所作業、重機作業、暑熱作

業、有機溶剤の取り扱いなど厳しい安全衛生管理

を必要とする多くの作業で成り立っており、そこで

培われた経験・ノウハウは貴重であり広く活用でき

るものです。 

高齢者の活躍の場として、大きく分けて「事業所

内」すなわち造船の現場で安全衛生に携わる道と、

「事業所外」すなわち現場から離れて、広く造船現

場で培った経験・知識を活用する道があります。 

 
 

「安全衛生」分野での活用のポイント 

本委員会では、造船業における安全衛生分野

への高齢者活用の主な取組課題を以下の５項目

に整理しました。 
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造船業は製造業平均と比べて労働災害の発生頻度が高い業種であるこ

とから、安全面・雇用面の双方から、当業界におけるもっとも有望な仕事

の分野として「労働安全衛生」に注目しました。当ガイドラインでは、造船

業における安全衛生分野への高齢者活用の主な取組課題を５項目に整

理し、高い技能・知識・経験を持つ造船業の高齢人材を安全衛生分野に

広く活かすためには、企業としてどのように取り組めばよいのか解説して

おります。 

平成 21年度 



造船業高齢者雇用推進ガイドライン 

 

ポイント１）会社の体制作り 

高齢者を安全衛生分野で活用するためには、

きちんと人材を育てる視点から体制作りを行うな

ど、制度を整備（ 見直し）することが必要です。 

 

 
 

ポイント２）従業員の動機付け 

高齢人材に安全衛生分野で活躍してもらうた

めには、その重要性を改めて認識してもらい、や

りがいのある魅力的な仕事であることを啓発し

つつ、動機付けしていくことが必要です。 

 
 

ポイント３）安全衛生にかかわる教え方の訓練 

教育訓練を通じて安全衛生のレベルを高く維

持しつづけるためには、安全衛生分野を担当す

るスタッフ自身がよりよい教え方を身に付け、安

全衛生の重要性に対する認識とその維持と向上

のための対策を現場の人々に伝え、彼らの意識

と行動を高めるような仕組みが求められます。 

 
 

ポイント４）事業所内の体制強化（協力会社との 

連携） 

    中央労働災害防止協会（中災防）の調査と本

委員会が平成 19 年に実施した調査からみても、

造船業の協力会社における専任の安全衛生ス

タッフ数と従業員に占める割合は、製造業全体、

造船業のそれと比べて低い水準になっています。 

   これらの調査結果から、造船業界全体の安全

衛生レベルの向上にベテラン人材の力を活用す

ることが期待されるのです。 

 
 

ポイント５）社外・そして社会への展開への道作り 

   安全衛生分野で社外団体等における活動状

況を調査したところ、実際に以下のような団体や

活動内容があげられました。 

   ベテラン人材が自身の将来の姿を描くに当た

って、安全衛生分野ではこのような社外活動の

道もあることを示すことはとても重要です。 

 
 

 

① 安全衛生キーパーソンの育成 

② 50 歳前後からの定年後を見据えた能力開

発・キャリア開発の実施 

③ 協力会社や外部の関係機関との連携強化 

① 事業所内の製造部門の経験があること 

② 指導員や講師の免許を持っていること 

③ 声が大きく言葉がハッキリして、相手に理解

させられること 

④ 教育指導に対する熱い思いを持ち、受講者

には冷静に対応できること 

① 組織（会社）として、安全衛生に対する積極

的な取り組み姿勢を明らかに 

② 50 歳前後からの従業員に対する定年後の

働き方の意識付け 

 

 

 

 

 

Check！ 

別冊リーフレットでは、「安全衛生分野で働

く先輩達の声」として体験談を交え、定年後

も社内・社外で活躍できるやりがいのある安

全衛生の仕事を紹介しております。 


